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　平成１４年度一般会計予算および水

道事業会計予算は、それぞれ賛成多数

で原案のとおり可決しました。１０事

業の特別会計予算については、交通災

害共済事業特別会計予算が全員賛成で

原案のとおり可決し、その他の９特別

会計予算は賛成多数で原案のとおり可

決しました。�

　なお、平成１４年度予算を可決する

にあたっては、各会派代表の議員（５

人）が総括質疑を行うとともに、予算

特別委員会（委員１２人で構成）を設

置し、２日間にわたり、慎重に審査を

行いました。総括質疑における、主な

質疑に対する市当局の答弁は、次のと

おりです。�

　
　
　
　
「
元
気
の
出
る
」
予

算
編
成
を
し
て
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
産
業
の
活
性
化
、
豊

か
な
自
然
を
守
る
た
め
の
環
境

保
全
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

等
の
保
健
福
祉
の
充
実
、
新
学

習
指
導
要
領
の
実
施
を
迎
え
て

の
教
育
環
境
の
拡
充
、
中
通
り

線
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
、
市

有
施
設
の
改
修
事
業
の
実
施
な

ど
、
第
四
次
総
合
計
画
の
具
現

化
を
進
め
て
い
く
。�

　
　
　
　
地
方
交
付
税
は
、
所

得
税
な
ど
国
税
五
税
の
一
定
割

合
を
地
方
公
共
団
体
へ
交
付
が

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
国
は
借

り
入
れ
を
し
て
交
付
し
て
い
る
。

現
在
の
経
済
状
況
下
、
五
税
の

減
少
や
借
り
入
れ
の
抑
制
に
よ

り
、
平
成
十
四
年
度
地
方
交
付

税
総
額
は
前
年
度
と
比
べ
マ
イ

ナ
ス
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
た

め
こ
の
影
響
を
受
け
、
減
少
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。�

　
　
　
　
四
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
市
民
や
、
障
害
者
を
常

用
雇
用
し
た
市
内
事
業
所
に
対

し
、
雇
用
者
一
人
に
つ
き
月
額

二
万
円
助
成
す
る
「
桐
生
市
緊

急
雇
用
奨
励
補
助
金
」
、
事
業

所
に
雇
用
拡
大
を
お
願
い
す
る

「
緊
急
雇
用
発
掘
事
業
」
な
ど

に
よ
り
、
雇
用
拡
大
に
努
め
て

い
る
。�

　
　
　
　
平
成
十
四
年
八
月
五

日
か
ら
の
第
一
次
サ
ー
ビ
ス
開

始
に
向
け
、
同
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
、
現
在
使
用
中
の
シ

ス
テ
ム
に
接
続
し
て
住
民
の
異

動
情
報
を
、
県
や
全
国
サ
ー
バ

ー
へ
登
録
し
、
全
国
自
治
体
が

ひ
と
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接

続
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
第
二
次

サ
ー
ビ
ス
か
ら
住
民
票
の
広
域

交
付
な
ど
が
可
能
に
な
る
。
桐

生
市
も
電
子
自
治
体
構
築
を
目

指
し
て
、
市
民
本
位
の
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
行
き
た
い
。�

　
　
　
　
桐
生
を
好
き
な
子
を

育
て
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
、
桐
生
に
愛
着
と
誇
り
を
持

つ
子
供
の
育
成
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。
各
小
・
中
学
校
で
は
、

地
域
に
出
掛
け
、
歴
史
や
文
化

遺
産
、
自
然
に
触
れ
た
り
、
地

域
の
人
に
話
し
を
伺
っ
た
り
す

る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
で

「
ふ
る
さ
と
桐
生
の
歩
み
」
等

資
料
を
作
成
し
て
、
育
成
に
努

め
て
い
る
。�

　新年度予算の中で、財源確保

の努力や、おりひめバスなど高

齢者や子供への政策等の前進面

は評価できるが、多くの課題が

あるので反対する。合併問題の

デメリットも示して住民合意の

もと進め、北関東自動車道への

アクセス道の利用と、国道50号

線の利用の時間的・経費的相違

の調査研究が必要。教育では30

人学級の早期実現や学童保育所

への市からの補助の必要。介護

保険保険料の軽減措置の一層前

進させるべきである。�

　長引く不況の中、競艇事業収

入の落ち込みや市税、地方交付

金の減少など、前年度予算を下

回る厳しい財政状況ではあるが、

群馬大学との共同研究やベンチ

ャー企業の育成、空き店舗の活

用、雇用対策、林業振興、特別

養護老人ホームの新設や増床、

残土条例の制定、学校施設の改

修や小学校の英会話学習、北関

東自動車道のアクセス道の整備

など、市民ニーズに合った施策

を打ち出した予算編成であり評

価できる。�

○
桐
生
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等

に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害

の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
案�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

�

　
土
砂
な
ど
の
埋
立
て
等
を
行

う
場
合
、
必
要
な
規
制
を
行
い

汚
染
や
災
害
の
発
生
を
未
然
に

防
止
し
、
自
然
や
環
境
を
守
る

た
め
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

残
土
の
処
理
に
は
事
前
に
届
出

を
義
務
付
け
、
制
限
を
設
ま
し

た
。
県
内
初
の
条
例
で
す
。�

条
例
施
行
日�

　
　
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日�

○
市
長
、
助
役
、
収
入
役
及
び

教
育
長
の
給
料
の
特
例
に
関
す

る
条
例
案�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

�

　
市
財
政
の
再
建
に
向
け
た
決

意
を
あ
ら
わ
す
た
め
、
一
年
間

の
時
限
措
置
と
し
て
、
特
別
職

の
給
料
を
百
分
の
五
削
減
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。�

条
例
施
行
日�

　
　
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日�

予算を可決�14
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